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① （Hazard Analysis Critical Control Point　危害分析重要管理点方式）
② （Nutrition Support Team　栄養サポートチーム）
③ （Nutrition Care Management　栄養ケア・マネージメント）

























































































































































































































尚 絅 学 院 大 学 紀 要 第 55 集
14
　管理栄養士課程臨地実習は、「資格取得のため」に必要な授業と位置づけられるが、そのプ
ログラム開発および実施の経過は、学生や実習先指導者の評価を常に取り入れながら、担当教
員間での担当者会議（小規模なFD）さらに、学科内FDの繰り返しによる授業改善への試み
であったとも言える。臨地実習巡回指導を学科教員全員が担当し、実習学生の動向を肌で感じ
ながら、実習先指導者から直接情報を得て、報告書を作成すること、実習後の反省会を学科全
体で行うことを通して学科全体が組織的に授業プログラムの開発及び改善に取り組んできた過
程であった。そして、更なる授業改善に向けて、鋭意努力中である。現状把握－アセスメント
－改善に向けての計画･実行さらなる評価を取り入れた現状の分析の繰り返しの中で、「臨地実
習」という授業の改善がなされていくものと考える。
５． 最後に・・・今後の方向性をめぐって
　２年度にわたる臨地実習の実施の中で、多くの課題が出された。「臨地実習」そのものが必
然的に内包する課題、地域特有または、本学特有の課題を把握した上で、その解決にあたって
本学科教員のキーパーソンの役割の自覚を新たにしている。学生の学内における教育はもちろ
ん、実習先指導者との連携強化は大きな課題である。特に後者については学科教員のみの努力
では不可能であり、大学全体の支援が不可欠である。いずれの領域においても「経営の健全化」
が至上命令とされている現実の中で、学外はもちろん学内に対するさらなる理解と協力を要請
していくことになるだろう。
　2006年度末には、学科FDを開催して4年間の総括と課題共有のため「臨地実習」を取り上
げた。多くの課題の中で、学生の社会性、基本的な態度の形成などについては、入学直後から
の教育が必要であることが痛感され、初年次教育として学科単位で実施される授業科目「基盤
演習Ⅰ」において、2007年度から、大学での学びのモチベーションをあげ、学科に対する理
解を深め、学習方法の修得を行うとともに、社会性の涵養を図るべく、対人マナーの基本と具
体を取り上げている。
　日々進化し続ける栄養の実践分野と密に連携をとりながら、学生たち一人ひとりの声に耳を
傾け、今後ともよりよい授業を作り出すべく、努力していきたいと考える。
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